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地域住民の皆様の安全・安心を守ります。



　

＜　駿東伊豆消防組合管理者提出議案　＞

報第５号

 

議第６号

議第７号

本案は、地方自治法第180条第１項の規定により、交通事故に係る損害賠償の
額について専決処分したものを報告するものです。

報告専決処分の報告について（交
通事故損害賠償額の決定）

認第２号

本案は、地方自治法第233条第３項の規定により、令和３年度駿東伊豆消防組
合会計歳入歳出決算を、監査委員の意見をつけて議会の認定に付するものです。

認定
令和３年度駿東伊豆消防組合
会計歳入歳出決算の認定につ
いて

本案は、人事院規則の一部改正に伴い、駿東伊豆消防組合職員の育児休業等に関
する条例の一部を改正し、育児休業の取得回数制限の緩和及び非常勤職員の育児
休業に関する取得要件を緩和するものです。

可決
駿東伊豆消防組合職員の育児
休業等に関する条例の一部改
正について

本案は、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ6,056万6,000円を追加し、
歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ67億3,055万1,000円とするもので
す。

可決
令和４年度駿東伊豆消防組合
会計補正予算（第１回）につ
いて

＜ 　議 案 一 覧 　＞

議案名 内　容 議決結果

第　３　 会期の決定

   令和４年第２回駿東伊豆消防組合議会定例会議事日程

　令和４年８月18日（木曜日）午後２時00分　開会

第　２　 諸般の報告

第　１　 会議録署名議員の指名

第　8　  消防行政に対する一般質問

第   9　  議会運営委員会の閉会中の継続調査 

第　４　 報第　５号　専決処分の報告について（交通事故損害賠償額の決定）

第　５　 認第　２号　令和３年度駿東伊豆消防組合会計歳入歳出決算の認定について

第　６　 議第　６号　駿東伊豆消防組合職員の育児休業等に関する条例の一部改正について

第   ７　 議第　７号　令和４年度駿東伊豆消防組合会計補正予算（第１回）について

駿東伊豆消防組合議会 定例会が開催されました。

駿東伊豆消防組合 議会だより ｐ２



広
域
化
に
よ
り
複
数
台
の
消
防
車

両
の
購
入
が
可
能
と
な
っ
た
と
思
わ
れ

ま
す
。
入
札
時
に
お
い
て
は
、
単
品
で
の

購
入
よ
り
複
数
で
の
購
入
は
、
価
格
的
に

安
価
に
な
る
と
考
え
ま
す
が
価
格
的
な

メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
た
か
伺
う
。

警
防
部
長

本
組
合
発
足
後
、
消
防

ポ
ン
プ
車
に
つ
き
ま
し
て
は
同
じ
仕
様

の
車
両
を
一
括
購
入
し
た
実
績
は
３
件

で
、
い
ず
れ
も
２
台
ず
つ
購
入
、
救
急
車

に
つ
き
ま
し
て
は
毎
年
２
台
か
ら
３
台

の
車
両
を
一
括
購
入
し
て
い
ま
す
が
、
広

域
化
前
の
旧
消
防
本
部
で
単
品
購
入
し

て
い
た
価
格
と
比
べ
、
高
額
に
な
っ
て
い

る
も
の
が
多
く
、
価
格
的
メ
リ
ッ
ト
が
生

じ
て
い
る
と
は
認
識
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

限
ら
れ
た
予
算
の
中
、
価
格
的
メ
リ
ッ

ト
を
求
め
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
と
認

識
は
し
て
お
り
ま
す
が
、
同
時
に
、
住
民

の
負
託
に
応
え
る
た
め
、
よ
り
安
全
性
が
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高
く
、
機
能
が
充
実
し
て
い
る
車
両
を
整

備
し
て

い
く

こ
と
も

重
要

な
事
だ
と
考

え
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
も
両
方
の
視

点
か
ら
研
究
し
て
ま
い
り
ま
す
。

広
域
化
に
よ
り
被
服
、
装
備
品
等
へ

の
財
政

縮
減

策
を
講

じ
て

い
る
の
か
伺

う
。

総
務
課
長

本
組
合
発
足
後
、
よ
り

安
全
性
及
び
機
能
性
が
高
い
被
服
、
装
備

品
等
の
統
一
整
備
に
重
点
を
置
き
、
効
率

的
に
財

政
運

用
を
図

っ
て

ま
い
り
ま
し

た
の
で
、
財
政
縮
減
策
と
い
っ
た
取
組
は

行
っ
て
き
て
お
り
ま
せ
ん
。

今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、
限
ら
れ
た
予

算
の
中
で
、
住
民
に
安
全
・
安
心
を
提
供

す
る
た
め
の
最
適
な
被
服
、
装
備
品
等
の

整
備
を
図
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
、
効

率
的
な

財
政

運
用
に

心
掛

け
て
ま
い
り

ま
す
。社

会
的
に
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
「
持
続
可
能

な
開
発
目
標
」
と
し
て
公
的
機
関
や
事
業

所
等
、
様
々
な
活
動
が
さ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
駿
東
伊
豆
消
防
組
合
に
お
い
て
の
運

用
に
つ
い
て
伺
う
。

第
二
回
定
例
会
で
は
、
１
人
の
組
合

議
員
か
ら
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

杉
村

清

議
員

企
画
課
長

本
組
合
で
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

と
関
連
付
け
て
、
業
務
の
運
用
は
し
て
お
り

ま
せ
ん
が
、
駿
東
伊
豆
消
防
組
合
総
合
計
画

に
お
い
て
、
職
員
一
人
一
人
が
任
務
に
誇
り

と
使
命

感
を
持
ち
、
あ
ら
ゆ

る
災

害

に
迅

速
・
的
確
に
対
応
で
き
る
消
防
体
制
を
確

立
し
、
か
つ
、
よ
り
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
で
き
る
組
織
を
構
築
し
、
「
管
内
住
民

の
安
全
・
安
心
の
確
保
」
の
実
現
を
目
指
す

こ
と
を
基
本
理
念
と
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
基
本
理
念
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
世
界
共

通
目
標
で
あ
る
「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」

持
続
可
能
で
よ
り
よ
い
社
会
の
実
現
と
方

向
性
は
同
じ
も
の
で
あ
る
と
認
識
し
て
お

り
ま
す
。

消
防
広
域
化
の
財
政
面
で
の
ス
ケ
ー
ル

メ
リ
ッ
ト
及
び
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
「
持
続
可
能

な
開
発
目
標
」
の
運
用
に
つ
い
て

質問中の杉村議員

答弁中の企画課長
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現
在
、
管
内
に
は
自
家
用
給
油
取
扱

所
が
何
か
所
設
置
さ
れ
て
い
る
の
か
、
ま

た
、
取
扱
う
油
の
種
類
や
量
に
つ
い
て
伺

う
。

総
務
課
長

自
家
用
給
油
取
扱
所
を

設
置
し
て
い
る
庁
舎
に
つ
き
ま
し
て
は
、

６
か
所
で
、
取
扱
う
油
の
種
類
、
量
に
つ
き

ま
し
て
は
、
沼
津
南
消
防
署
、
沼
津
北
消
防

署
原
分
署
、
田
方
中
消
防
署
、
田
方
北
消
防

署
及
び
田
方
南
消
防
署
の
５
か
所
は
、
ガ

ソ
リ
ン
５
千
リ
ッ
ト
ル
、
軽
油
５
千
リ
ッ

ト
ル
で
、
沼
津
北
消
防
署
は
、
ガ
ソ
リ
ン
５

千
リ
ッ
ト
ル
、
軽
油
１
万
１
千
６
百
リ
ッ

ト
ル
で
ご
ざ
い
ま
す
。

浸
水
危
険
区
域
に
あ
る
自
家
用
給
油

取
扱
所
は
何
か
所
あ
る
の
か
、
ま
た
、
浸
水

時
に
は
タ
ン
ク
の
浮
力
か
ら
設
備
の
損
壊

等
が
危
惧
さ
れ
る
が
、
タ
ン
ク
の
強
度
な

ど
、
浸
水
時
に
お
け
る
設
備
の
安
全
対
策

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

総
務
課
長

浸
水
危
険
の
あ
る
自
家

用
給
油
取
扱
所
に
つ
き
ま
し
て
は
、
沼
津

北
消
防
署
を
除
く
５
か
所
で
ご
ざ
い
ま
す
。

浸
水
時
の
安
全
対
策
に
つ
き
ま
し
て

は
、
設
置
許
可
申
請
時
に
、
消
防
法
に
基

づ
き
浸
水
に
よ
る
タ
ン
ク
の
破
損
・
浮

上
が
起
き
な
い
よ
う
対
策
を
講
ず
る
と

と
も
に
、
定
期
点
検
に
よ
り
通
常
時
の

安
全
性
を
確
認
し
て
お
り
ま
す
。

災
害
時
に
お
い
て
、
市
役
所
等
の

公
的
機
関
の
車
両
等
も
給
油
可
能
な
の

か
伺
う
。

総
務
課
長

消
防
法
上
、
自
家
用

給
油
取
扱
所
で
給
油
で
き
る
の
は
、
給

油
取
扱
所
の
所
有
者
、
管
理
者
又
は
占

有
者
が
、
所
有
し
、
管
理
し
又
は
占
有
す

る
自
動
車
等
に
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、

市
役
所
等
の
公
的
機
関
の
車
両
に
は
給

油
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

自
家
用
給
油
取
扱
所
の
取
扱
い
に
つ
い

て

今後も、万全な安全対策に努めて

まいります。

給
油
時
の
取
扱
い
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
安

全
点
検
、
所
管
事
務
処
理
に
つ
い
て
ど
こ

が
管
理
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

総
務
課
長

自
家
用
給
油
取
扱
所
の

管
理
に
つ
き
ま
し
て
は
、
消
防
法
に
基
づ

き
、
取
扱
い
の
指
導
や
油
の
漏
洩
の
有
無

な
ど
を
確
認
す
る
法
定
点
検
を
、
自
家
用

給
油
取
扱
所
ご
と
に
定
め
た
保
安
監
督
者

が
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
目
視
に
て
確
認
で
き
な
い
地
下

貯
蔵
タ
ン
ク
や
、
地
下
埋
設
配
管
の
漏
れ

の
点
検
を
業
者
に
依
頼
す
る
な
ど
の
総
括

管
理
は
、
総
務
課
に
お
い
て
行
っ
て
お
り

ま
す
。

ド
ロ
ー
ン
運
用
に
つ
い
て
は
様
々
な

災
害
現
場
で
被
害
状
況
を
早
期
に
把
握
で

き
る
こ
と
と
、
隊
員
が
進
め
な
い
よ
う
な
過

酷
な
現
場
で
の
確
認
調
査
が
可
能
で
あ
る

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
運
用
に

つ
い
て
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
が
あ
る
の
か
伺

う
。

警
防
部
長

本
消
防
本
部
で
は
、
無
人

航
空
機
を
安
全
か
つ
効
果
的
に
運
用
す
る

た
め
「
駿
東
伊
豆
消
防
本
部
無
人
航
空
機
運

用
要
領
」
を
策
定
し
、
当
該
要
領
に
基
づ
き
、

機
体
の
点
検
・
整
備
、
操
縦
士
の
基
本
的
な

操
縦
技
術
の
習
得
及
び
遵
守
事
項
、
事
故
発

生
時
の
対
応
等
を
定
め
る
「
駿
東
伊
豆
消
防

本
部
無
人
航
空
機
飛
行
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
整

備
い
た
し
ま
し
た
。

答弁中の総務課長

消
防
用
ド
ロ
ー
ン
の
運
用
状
況
に
つ
い
て

答弁中の警防部長
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ド
ロ
ー
ン
運
用
に
は
国
土
交
通
省
認

定
の
資
格
が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
現

在
、
何
人
の
資
格
取
得
者
が
い
る
の
か
、
ま

た
、
資
格
取
得
に
必
要
な
経
費
は
ど
の
く

ら
い
か
伺
う
。

警
防
部
長

資
格
取
得
者
に
つ
き
ま

し
て
は
、
令
和
４
年
４
月
１
日
現
在
、
３
３

人
と
な
り
ま
す
。

資
格
取
得
に
必
要
な
費
用
に
つ
い
て
で

す
が
、
無
人
航
空
機
導
入
当
初
、
本
消
防
本

部
は
無
人
航
空
機
運
用
に
関
す
る
ノ
ウ
ハ

ウ
が
乏
し
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
平
成
３
０

年
度
に
２
人
、
令
和
元
年
度
に
１
人
、
計
３

人
を
民
間
ス
ク
ー
ル
に
入
校
さ
せ
、
操
縦
士

と
し
て
養
成
い
た
し
ま
し
た
。

費
用
は
１
人
当
た
り
１
８
万
３
千
６
０

０
円
、
合
計
で
５
５
万
８
０
０
円
で
あ
り

ま
す
。

そ
の
後
は
、
駿
東
伊
豆
消
防
本
部
無
人

航
空
機
操
縦
士
研
修
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定

し
、
そ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
従
い
、
消
防
本
部

内
で
操
縦
士
を
養
成
し
て
い
ま
す
。

現
在
に
至
る
ま
で
に
消
防
活
動
や
災

害
活
動
に
活
用
し
た
事
例
等
が
あ
る
か
伺

う
。

警
防
部
長

無
人
航
空
機
運
用
開

始
の
令
和
２
年
１
月
か
ら
本
日
ま
で
２

６
件
の
災
害
に
活
用
い
た
し
ま
し
た
。

内
訳
と
し
ま
し
て
、
建
物
火
災
が
６

件
、
救
助
活
動
が
６
件
、
自
然
災
害
が
１

件
、
火
災
原
因
調
査
が
１
３
件
で
あ
り

ま
す
。飛

行
運
用
訓
練
等
は
ど
の
よ
う
な

頻
度
と
内
容
で
実
施
し
て
い
る
の
か
伺

う
。

警
防
部
長

飛
行
運
用
訓
練
に
つ

き
ま
し
て
は
、
無
人
航
空
機
を
配
備
し

て
い
る
各
隊
に
お
い
て
、
毎
日
の
機
能

点
検
に
合
わ
せ
ま
し
て
、
短
時
間
で
は

あ
り
ま
す
が
、
離
着
陸
、
ホ
バ
リ
ン
グ
な

ど
の
基
本
的
な
操
縦
訓
練
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
操
縦
士
ご
と
不
定
期
で
は
あ

り
ま
す
が
、
無
人
航
空
機
に
係
る
法
令

等
の
確
認
及
び
基
本
的
な
操
縦
訓
練
の

ほ
か
、
対
面
飛
行
や
８
の
字
飛
行
な
ど

の
複
合
的
な
操
縦
訓
練
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

今後も円滑な議会運営に努めて

まいります。

報告中の議会運営委員会 長田委員長

駿東伊豆消防組合議会からのお知らせ

次回の定例会は令和５年２月

沼津北消防署で開催予定です。

なお、臨時会が開催される場合もあります。
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不　　用　　額 67,658 172,709 -105,051 -60.8%

-1,114

増減率増　減令和２年度令和３年度

-3.2%-196,8786,208,5566,011,678当　　　　　初

0.1%

執　　行　　率 98.9% 97.2% ― 1.7pt

―

収入未済額 0 0 0 ―

不納欠損額 0 0 0

決　　算　　額 6,098,222 6,090,771 7,451

歳

入

歳

出 翌年度繰越額 0 1,114

0.1pt

対調定額収入率 100.0% 100.0% ― 0pt

対予算現額収入率 99.9% 99.9% ―

-1.5%

決　　算　　額 6,163,882 6,255,479 -91,597 -1.5%

調　　定　　額 6,163,882 6,255,479 -91,597

6,165,880 6,264,594 -98,714 -1.6%

繰越事業費繰越額 1,114 0 1,114

173.2%

区分

          

予
算
額

補　　　　　正 153,088 56,038 97,050

―

最　　　　　終

駿東伊豆消防組合 議会だより ｐ６

報告中の天野議員

令和３年度決算審査報告

令和３年度の当初予算額は、6,011,678千円で、これ

に補正予算額153,088千円及び繰越事業費繰越額

1,114千円を加えた最終予算額6,165,880千円となって

おり、前年度に比べ98,714千円減少している。

歳入決算額は、6,163,882千円で、前年度に比べ

91,597千円減少している。

対予算現額収入率は、99.9％、対調定額収入率は

100％と、前年度同様の水準で、不納欠損額及び収

入未済額のない良好な状態である。

歳出決算額は、6,098,222千円で、前年度に比べ

7,451千円増加している。

執行率は98.9％で、前年度に比べ1.7ポイント増加し

ている。

翌年度繰越額は０千円で、前年度に比べ1,114千円

減少している。

不用額は67,658千円（対予算比1.1％）で、前年度に

比べ105,051千円減少している。不用額の主なものは、

職員管理費44,236千円（対予算比0.7％）及び消防運

営費8,811千円（対予算比0.1％）である。

予算執行状況

前年度と比較すると、次のとおりである。 （単位：千円・％）

分担金及び負担金

57億8,842万8千円

使用料及び手数料

637万2千円

県支出金

3,863万3千円

財産収入

581万9千円

繰越金

1億6,470万8千円

諸収入

2,902万2千円

組合債

1億3,090万円

歳入決算額

61億

6,388万2千円

議会費

85万5千円

総務費

1億8,503万9千円
消防費

56億8,939万5千円

公債費

2億2,293万3千円

歳出決算額

60億

9,822万2千円


